
平
成
二
十
一
年
四
月
七
日
受
領

答

弁

第

二

五

七

号

内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
五
七
号

平
成
二
十
一
年
四
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
「
奨
学
金
返
還
延
滞
増
加
」
と
「
回
収
策
強
化
」
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
の
認
識
に

関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
「
奨
学
金
返
還
延
滞
増
加
」
と
「
回
収
策
強
化
」
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
の
認

識
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

我
が
国
に
お
い
て
は
、
高
等
教
育
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
高
等
教
育
を
受
け
る
者
と
受
け
な
い
者
と
の
負
担
の
公
平

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
無
償
化
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
高
等
教
育
を
受

け
る
学
生
等
に
対
し
て
適
正
な
負
担
を
求
め
る
と
い
う
方
針
を
採
っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的

権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
昭
和
五
十
四
年
条
約
第
六
号
）
第
十
三
条
�
�
の
規
定
の
適
用
に
当
た
り
、
「
特
に
、
無
償
教

育
の
漸
進
的
な
導
入
に
よ
り
」
に
拘
束
さ
れ
な
い
権
利
を
留
保
し
て
い
る
。

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の
奨
学
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
奨
学
金
の
返

か
ん

還
を
通
じ
て
学
生
等
の
自
立
心
や
社
会
へ
の
還
元
意
識
の
涵
養
等
の
教
育
効
果
が
期
待
さ
れ
、
返
還
金
を
再
度
原
資
と
す
る

こ
と
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
で
、
よ
り
多
く
の
学
生
等
に
奨
学
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
学
資
を
貸

与
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一



都
道
府
県
に
よ
る
奨
学
金
事
業
に
関
す
る
お
尋
ね
の
事
項
の
う
ち
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
学
資
の
貸
与
を
受
け
て

い
る
高
校
生
の
人
数
、
貸
与
金
額
の
総
額
及
び
学
資
の
貸
与
を
申
請
し
な
が
ら
貸
与
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
者
の
人
数
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
九
年
度
の
数
値
を
把
握
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
奨
学
金
の
返
還
状
況
や
返
還
免
除
基
準
等
に
つ
い
て

は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
国
立
及
び
都
道
府
県
立
の
高
等
学
校
の
授
業
料
減
免
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
調
査
を
行
い
、
授
業
料
減
免
者
の
生

徒
総
数
に
占
め
る
割
合
の
推
移
を
把
握
し
て
い
る
。

平
成
十
九
年
度
に
経
済
的
理
由
で
高
等
学
校
を
中
途
退
学
し
た
生
徒
数
の
中
途
退
学
者
総
数
に
占
め
る
割
合
は
、
三
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
延
滞
情
報
の
提
供
」
に
つ
い
て
は
、
奨
学
金
の
貸
与
に
伴
う
業
務
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十

三
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
業
務
に
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
機
構
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
延
滞
者
情
報
の
提
供
」
に
よ
り
、
奨
学
金
返
還
に
係

二



る
延
滞
者
へ
の
金
融
機
関
に
よ
る
過
剰
貸
付
け
を
抑
制
し
、
多
重
債
務
化
を
防
止
す
る
こ
と
は
、
教
育
的
な
観
点
か
ら
も
極

め
て
有
意
義
で
あ
る
と
と
も
に
、
返
還
促
進
を
図
る
上
で
も
有
効
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
「
個
人
信
用
情
報
の
取
扱
い
に

関
す
る
同
意
書
」
（
以
下
「
同
意
書
」
と
い
う
。
）
の
提
出
を
求
め
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
奨
学
生
が
同
意
書

を
提
出
し
な
い
場
合
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
現
下
の
経
済
情
勢
も
踏
ま
え
つ
つ
、
機
構
に
対
し
て
、
慎
重
な
対
応
を
求
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三


